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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)

(図表も含めて分かりやす く記入のこと)

本研究では 「乳歯を用いた子宮内鉛曝露評価手法の確立」および「子宮内鉛曝露量と胎

児の成長に関する疫学研究」をテーマとしてきた。

「乳歯を用いた子宮内鉛曝露評価手法の確立」で は、乳歯切歯エナメル質中鉛濃度の測

定を行った。鉛は神経毒性を持ち、子宮内発育遅延や学童期の発達障害との関連が欧米で

取りざたされている。乳歯切歯(前 歯)エ ナメル質は、胎生4ヶ 月くらいから形成が始ま

り、生後1ヶ 月くらいで形成を終える。形成後は血流が途絶えるために、エナメル質はこ

の期間の間に受けた曝露のみを記録する。したがってエナメル質に含まれる鉛の濃度を測

定できれば、神経系の発達途上にある胎児期の鉛曝露レベルを推定することができる。乳

歯は学童期に自然に脱落して永久歯に生え変わるために、対象者に苦痛を与えることなく

採取できる生体試料であり、こうした意味で理想的な試料である。しかしながらいくつか

の問題点がある。子宮内での曝露をよく反映すると考えられる乳歯切歯のエナメル質は300

ミクロン程度の薄い層にすぎない点、そして、従来の溶液化法(DigestionMethod)では、 虫

歯や劣化したサンプルの測定が不可能であるという点である。そこで本研究では10ミ クロ

ン程度 の位置分解 能 と高い感度をもつ、 レーザーアブレーションICP質 量分析

(LA-ICP-MS)シ ステムを用いて、歯のエナメル質中鉛濃度定量法を検討を行うことによ

り子宮内鉛曝露評価手法の確立に至った。LA-ICP-MSに よって乳歯切歯エナメル質の局所

分析を行うことにより子宮内で受けた鉛曝露のみを評価することができるようになったと

いう点において本研究の意義があるといえよう。

「子宮内鉛曝露量と胎児の成長に関する疫学研究」により、子宮内鉛曝露量と出生時体

重には負の相関があることが確認された。CDCで は、鉛への感受性の高い小児に対し、何

らかの対策が必要なレベルとして血中鉛10μg/dlを 設定している。しかしながら胎児にお

いては、CDCの 設定した小児への対策が必要な血中鉛レベルよりも低いレベルで出生時体

重へ負の影響があることが示唆された。本研究では、乳歯切歯エナメル質を疫学分野に適

用できるという有用性を示すことができただけでなく、胎児に対してはCDCの 小児への対

策が必要な血中鉛レベル以下の領域においても子宮内鉛曝露量を低減させるような対策を

行うことが必要であるということを提唱した。
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